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(54)【発明の名称】 内視鏡の湾曲部構造

(57)【要約】
【課題】内視鏡挿入部の湾曲部を構成する節輪の連結部
に切欠溝や切欠部を設けることによって、操作ワイヤが
節輪の連結部に接触することを防止する内視鏡の湾曲部
構造を提供する。
【解決手段】内視鏡１０の湾曲部２２は、リング上の複
数の節輪４０、４０…を連結することによって構成され
る。隣接する節輪４０、４０は、連結部４４と連結部４
６とを重ね合わせた後、カシメピン４８によって回動自
在に連結される。カシメピン４８の先端には、ガイド孔
４８Ａが形成され、このガイド孔４８Ａに操作ワイヤ４
２が挿通されてガイドされる。連結部４６の先端部分に
は切欠溝５０が形成され、連結部４６の基端部分には切
欠孔５２が形成され、操作ワイヤ４２と連結部４６との
接触が防止される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡挿入部に形成された湾曲部が、リ
ング状に形成された複数の節輪を、該節輪の端面に突出
形成された連結部で連結して構成されるとともに、前記
節輪の内部に挿通された湾曲操作用ワイヤが、前記連結
部を連結するピン部材によってガイドされることを特徴
とする内視鏡の湾曲部構造において、
前記連結部には、前記湾曲操作用ワイヤとの接触を避け
る切欠部が形成されたことを特徴とする内視鏡の湾曲部
構造。
【請求項２】  前記切欠部は、前記連結部の先端に形成
された溝であり、該溝の底と前記ピン部材との間隔は、
前記湾曲操作用ワイヤと前記連結部との間隔よりも短い
ことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の湾曲部構造。
【請求項３】  前記切欠部は、前記連結部の基端部に形
成された孔であり、該孔の端部と前記ピン部材との間隔
は、前記湾曲操作用ワイヤと前記連結部との間隔よりも
短いことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の湾曲部構
造。
【請求項４】  内視鏡挿入部に形成された湾曲部が、リ
ング状に形成された複数の節輪を、該節輪の端面に突出
形成された連結部で連結して構成されるとともに、前記
節輪の内部に挿通された湾曲操作用ワイヤが、前記連結
部を連結するピン部材によってガイドされることを特徴
とする内視鏡の湾曲部構造において、
前記湾曲操作用ワイヤの挿通方向における連結部の端部
と前記ピン部材との間隔が、前記湾曲操作用ワイヤと前
記連結部との間隔よりも短いことを特徴とする内視鏡の
湾曲部構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡挿入部に設
けられた湾曲部の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡挿入部に設けられる湾曲部は、リ
ング状の複数の節輪をカシメピン（ピン部材）で連結し
て構成されている。図１１は、実公昭５８－４６８０１
号公報に示される湾曲部の節輪構造で、カシメピン１
は、その先端が節輪２の内周面から突出され、その突出
部分にガイド孔３が形成されている。ガイド孔３には、
湾曲部を湾曲操作する操作ワイヤ（湾曲操作用ワイヤ）
４が挿通されている。操作ワイヤは、手元操作部内のプ
ーリーに接続され、プーリーの軸に設けられた湾曲操作
用ノブを回動させることにより湾曲部を湾曲操作でき
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
湾曲部構造は、湾曲部を大きく湾曲操作した際に、操作
ワイヤが節輪に接触する欠点があった。操作ワイヤが節
輪に接触すると、操作感が悪くなるとともに、操作ワイ
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ヤが損傷されるおそれがある。
【０００４】このような問題は、操作ワイヤを節輪の内
周面から離れた位置でガイドすることによって解消でき
るが、その場合には、カシメピンを節輪の内周面から大
きく突出させなければならない。近年、内視鏡の挿入部
の細径化が進むにつれて、湾曲部を構成する節輪の径も
小さくなっている。それと比較して、湾曲部内に挿通さ
れている内容物の大きさ（断面積）は、あまり小さくで
きないために、湾曲部における内容物の充填率が上昇す
る。そして、カシメピンとワイヤのガイドを兼ねている
ので、カシメピンを配置する場所も規制され、内容物を
避けて配置することができない。このために、カシメピ
ンを大きく突出させると、内容物にカシメピンが干渉
し、内容物の配置に無理が生じたり、内容物を損傷させ
る等の問題が発生するおそれがある。また、内容物を損
傷させないように保護部材を取り付けることもできる
が、その分、充填率がさらに上昇してしまうことにな
る。
【０００５】本発明はこのような事情に鑑みて成された
もので、操作ワイヤと節輪との接触を防止できる内視鏡
の湾曲部構造を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の発明は前
記目的を達成するために、内視鏡挿入部に形成された湾
曲部が、リング状に形成された複数の節輪を、該節輪の
端面に突出形成された連結部で連結して構成されるとと
もに、前記節輪の内部に挿通された湾曲操作用ワイヤ
が、前記連結部を連結するピン部材によってガイドされ
ることを特徴とする内視鏡の湾曲部構造において、前記
連結部には、前記湾曲操作用ワイヤとの接触を避ける切
欠部が形成されたことを特徴としている。
【０００７】請求項１記載の発明によれば、節輪の連結
部に切欠部を設けることによって、湾曲操作用ワイヤが
連結部に接触することを防止したので、操作感が向上す
るとともに、湾曲操作用ワイヤの損傷を防止できる。
【０００８】請求項４記載の発明は前記目的を達成する
ために、内視鏡挿入部に形成された湾曲部が、リング状
に形成された複数の節輪を、該節輪の端面に突出形成さ
れた連結部で連結して構成されるとともに、前記節輪の
内部に配置された湾曲操作用ワイヤが、前記連結部を連
結するピン部材によってガイドされることを特徴とする
内視鏡の湾曲部構造において、前記湾曲操作用ワイヤの
挿通方向における連結部の端部と前記ピン部材との間隔
が、前記湾曲操作用ワイヤと前記連結部との間隔よりも
短いことを特徴としている。
【０００９】請求項４記載の発明によれば、湾曲操作用
ワイヤの挿通方向における連結部の端部からピン部材ま
での間隔を、湾曲操作用ワイヤと連結部との間隔よりも
短くしたので、湾曲操作用ワイヤが連結部に接触するこ
とを防止できる。したがって、湾曲操作感が向上すると
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ともに、湾曲操作用ワイヤの損傷を防止できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る内視鏡の湾曲部構造の好ましい実施の形態について詳
述する。
【００１１】図１に示すように、本発明に係る湾曲部構
造が適用された内視鏡１０は、手元操作部１２と、この
手元操作部１２に基端部が接続された挿入部１４とを有
している。挿入部１４は、軟性部２０、湾曲部２２、及
び先端硬質部２４から構成されており、前記湾曲部２２
は、手元操作部１２に設けられた一対の湾曲操作用ノブ
２６、２６を回動させることにより遠隔的に湾曲操作さ
れ、前記先端硬質部２４が所望の方向に向けられる。
【００１２】手元操作部１２には、鉗子等の処置具が挿
入される鉗子孔３４が設けられるとともに、シャッター
ボタン２８、吸引ボタン３０、送気・送水ボタン３２が
並設されている。また、手元操作部１２には、ＬＧ（ラ
イトガイド）軟性部１６を介してＬＧ（ライトガイド）
コネクタ１８が連結されている。ＬＧコネクタ１８に
は、図示しない光源装置に接続されるライトガイド棒１
９が設けられ、さらにＬＧコネクタ１８には可撓管３６
を介して電気コネクタ３８が接続されている。なお、図
１の符号３９は、電気コネクタ３８のキャップである。
【００１３】図２及び図３に示すように、湾曲部２２
は、リング状に形成された複数の節輪４０、４０…を軸
方向に連結することによって構成される。節輪４０の内
部には、４本の操作ワイヤ（湾曲操作用ワイヤに相当）
４２、４２…が内周面に沿って所定の間隔で配設されて
いる。操作ワイヤ４２の先端は、図１の先端硬質部２４
に固着された先端スリーブ（不図示）に固定され、操作
ワイヤ４２の後端は湾曲操作用ノブ２６、２６で回動さ
れるプーリ（図示せず）に接続されている。これによ
り、湾曲操作用ノブ２６、２６を操作して前記プーリを
回動すると、操作ワイヤ４２が押し引き操作され、湾曲
部２２が所望の方向に湾曲される。
【００１４】図４に示すように、節輪４０の一方側の端
面には、一対の連結部４４、４４が軸方向に沿って突出
して形成され、その反対側の端面には、一対の連結部４
６、４６が軸方向に沿って突出して形成されている。一
対の連結部４４、４４、及び４６、４６は、１８０度間
隔で配設され、さらに、連結部４４、４４と連結部４
６、４６は、９０度ずれた位置に形成される。また、連
結部４６、４６は、節輪４０の板厚分だけ、内側にプレ
ス加工されており、隣接する節輪４０の連結部４４、４
４と重ね合わせることができるようになっている。ま
た、連結部４４、４４、及び４６、４６にはそれぞれ、
図５のカシメピン４８を挿入するための貫通孔４４Ａ、
４４Ａ、４６Ａ、４６Ａが形成されている。上記の如く
構成された連結部４４と連結部４６は、重ね合わせた
後、カシメピン４８を節輪４０の内側から貫通孔４４
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Ａ、４６Ａに挿入してカシメピン４８の外側をカシメ加
工することによって、回動自在に連結される。
【００１５】カシメピン４８の先端部には、ガイド孔４
８Ａが形成されており、このガイド孔４８Ａに操作ワイ
ヤ４２が挿通されてガイドされる。
【００１６】ところで、上記の如く構成された湾曲部２
２は、図２の上方向に大きく湾曲するように構成されて
いる。このため、上側の操作ワイヤ４２ａは、他の操作
ワイヤ４２よりも可動範囲が広く、連結部４６に接触し
やすくなっている。そこで、操作ワイヤ４２ａに対応す
る位置の連結部４６は、図５及び図６に示すように、先
端部分に切欠溝（切欠部に相当）５０が形成され、付根
部分に切欠孔（切欠部に相当）５２が形成されている。
ここで、切欠溝５０の底とカシメピン４８との間隔Ｘ１
は、連結部４６と操作ワイヤ４２との間隔Ｙ１よりも小
さくなるように構成される。また、切欠孔５２の端とカ
シメピン４８との間隔Ｘ２も、間隔Ｙ１よりも小さくな
るように構成される。
【００１７】次に上記の如く構成された湾曲部構造の作
用について説明する。
【００１８】図７に示す如く、湾曲部２２を上方に大き
く湾曲させると、操作ワイヤ４２ａは、下側の連結部４
６に近づく。このとき、従来構造であれば、図７のＡ点
やＢ点で操作ワイヤ４２が連結部４６に接触し、操作感
が悪くなったり、操作ワイヤ４２が損傷するおそれがあ
る。これに対し、本実施の形態の湾曲部構造は、連結部
４６に切欠溝５０や切欠孔５２が形成されているので、
操作ワイヤ４２がＡ点やＢ点で接触しない。したがっ
て、湾曲部２２の操作感を向上させることができるとと
もに、操作ワイヤ４２の損傷を防止できる。
【００１９】また、上述した湾曲部構造によれば、節輪
４０の内周面から突出するカシメピン４８の先端突出量
を減少させて、湾曲部２２における内容物の充填率を減
少させることができる。即ち、図５の間隔Ｘ１が小さく
なるように切欠溝５０や切欠孔５２を形成すれば、操作
ワイヤ４２と連結部４６との間隔Ｙ１を小さくしても、
操作ワイヤ４２と連結部４６とは接触しない。したがっ
て、間隔Ｙ１を小さくしてカシメピン４８の先端突出量
を小さくすることができ、湾曲部２２における内容物の
配置の自由度が上がる。湾曲部２２には、図３に示す如
く、鉗子チューブ５４、送気・送水チューブ５６、信号
ケーブル５８、ライトガイド６０、６０等の内容物が挿
通配置されている。このため、湾曲部２２を細径化して
節輪４０の径が小さくなり、内容物の充填率が大きくな
ると、湾曲部２２を湾曲操作した際に内容物がカシメピ
ン４８によって圧迫され損傷するおそれがある。これに
対して、本実施の形態の湾曲部構造は、内容物の配置の
自由度が上がるので、内容物が圧迫されず、内容物の耐
久性が向上する。また、内容物を保護するための保護部
材をカシメピン等に取り付ける必要がないので、その分
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だけ湾曲部２２の充填率を上げることなく、湾曲部２２
を細径化できる。
【００２０】なお、上述した実施の形態は、操作ワイヤ
４２ａに対応する連結部４６のみに切欠溝５０や切欠孔
５２を形成したが、これに限定するものではなく、他の
操作ワイヤ４２に対応する連結部４６に切欠溝５０や切
欠孔５２を形成してもよい。
【００２１】また、内容物が集中する部分の連結部４６
に切欠溝５０、切欠孔５２を形成すれば、その部分のカ
シメピン４８の突出量を減少させることができ、内容物
が干渉し配置に無理が生じるのを防止できる。
【００２２】また、切欠溝５０や切欠孔５２の形状は、
上述した実施の形態に限定されるものではなく、操作ワ
イヤ４２と接触する可能性のある部分が切り欠かれてい
ればよい。例えば、連結部４６の先端部をテーパ加工し
てもよい。また、図８（ａ）に示すように、連結部６２
の先端部を直線状に切り落としてもよい。さらに、図８
（ｂ）に示す連結部６４のように、貫通孔６４Ａに連通
する切欠部６４Ｂを形成してもよい。
【００２３】図９は、第２の実施の形態の湾曲部構造を
示す側面断面図であり、図１０は、図９の１０－１０線
に沿う平面断面図である。これらの図において、図５及
び図６に示した第１の実施の形態と同一又は類似の部材
については、同一の符号を付してその説明を省略する。
【００２４】第２の実施の形態の湾曲部構造は、連結部
６６、６８全体が小さく形成されている。そして、操作
ワイヤ４２の挿通方向における連結部６８の端とカシメ
ピン４８との間隔Ｘ３が、操作ワイヤ４２と連結部６８
との間隔Ｙ２よりも小さく形成されている。したがっ
て、第１の実施の形態と同様に、湾曲部２２を湾曲操作
しても、操作ワイヤ４２が連結部６８に接触しないの
で、操作性を向上するとともに、操作ワイヤ４２の損傷
を防止できる。
【００２５】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係る内視鏡*
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*の湾曲部構造によれば、連結部に切欠部を設けることに
よって、湾曲操作用ワイヤが連結部に接触することを防
止したので、操作感が向上するとともに、湾曲操作用ワ
イヤの損傷を防止できる。
【００２６】また、本発明によれば、湾曲操作用ワイヤ
の挿通方向における連結部の端部とピン部材との間隔
を、湾曲操作用ワイヤと節輪との間隔よりも短くしたの
で、湾曲操作用ワイヤが連結部に接触することを防止で
き、操作感の向上と湾曲操作用ワイヤの損傷防止とを達
成できる。
【００２７】さらに、内容物の配置の自由度が上がるた
め、ピンに内容物が干渉して配置に無理が生じるのを防
止でき、湾曲部の細径化が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る湾曲部構造の第１の実施の形態が
適用された内視鏡の全体構成図
【図２】図１に示した湾曲部の構造を示す縦断面図
【図３】図２の３－３線に沿った湾曲部の断面図
【図４】図２に示した節輪の斜視図
【図５】節輪の連結構造を示す縦断面図
【図６】図５に示した連結構造の６－６線に沿う断面図
【図７】本発明に係る湾曲部構造の作用を説明する説明
図
【図８】図６と異なる形状の連結部を示す平面図
【図９】第２の実施の形態における節輪の連結構造を示
す縦断面図
【図１０】図９に示した連結構造の１０－１０線に沿っ
た断面図
【図１１】従来の湾曲部構造を示す断面図
【符号の説明】
１０…内視鏡、１４…挿入部、２２…湾曲部、４０…節
輪、４２…操作ワイヤ、４４、４６…連結部、４４Ａ、
４６Ａ…貫通孔、４８…カシメピン、５０…切欠溝、５
２…切欠孔

【図５】 【図９】
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